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　道の駅は、休憩・情報発信・地域連携
など多様な機能を持つ施設で、観光や防
災の拠点としても活用されています。
　2025 年現在、全国に 1,230 駅があり、
地域の特産品販売や観光案内などを通じて地
域活性化に貢献しています。

　国道 17 号本庄道路または国道
462 号沿道での整備を目指します。

- 選定理由 -
　「本庄市総合振興計画後期基本計
画」及び「本庄市都市計画マスター
プラン」において設定されている「発
展創出ゾーン」内かつ、道路利用者
の利便性や、幹線道路からのアクセ
ス性、交通量や用地確保の実現性を
考慮しました。

　基本機能（休憩機能、情報発信機能、地域連携機能）のほか、道の駅を特徴づける交流施設、民間集客施設等の付
加機能やコンセプトに沿った機能（防災、産業育成、イベント、交通・輸送結節点）の導入を検討します。

　平日・休日問わず年間を通じ安定した集客を確保
するために、多様な利用者をターゲットとして設定。

そもそも道の駅って何？そもそも道の駅って何？

候補エリア

なぜ本庄に道の駅？

道道のの駅駅本庄市 基本構想を策定！

物流業従事者

地域住民

県内や
近隣他県から
の来訪者

賑 個性豊かな賑わいの拠点
本市の魅力を創造・発信

楽 地域住民と来訪者がともに楽しむ交流の拠点
「しあわせ」の創出を支援・移住や定住につながる施策を展開

挑 地域活力の創出拠点
官民の力を合わせた新たな取組を大切に育む・チャレンジする人を応援

防 安全・安心を担う防災の拠点
地域防災力の強化

　本市は新幹線駅や高速道路 IC 等を有し、交通の利便
性が高く、また、農業や製造業、歴史的建造物など多様
な地域資源にも恵まれています。
　一方で、多くの地方自治体と同様に少子高齢化や災害
リスクの増加など課題を抱えています。

　これらの課題を解決するため、地域資源を活
い

かした本
市の魅力を発信・体感できる場所、また新たな地域活力
と幸せを創出し、安全・安心に暮らせる防災拠点として
道の駅の整備を検討します。

集積し… 魅力ある「道の駅」へ個々に存在する資源（機能）を…

市の魅力を体感し、さらに
安全・安心に暮らせるまちへ

以上を踏まえ…

道の駅のコンセプトや候補エリア等をまとめた「本庄市道の駅基本構想」を策定しました。
市

市の魅力・多様な資源

防災機能

将来都市構造図▶

発展創出ゾーン
（国道 17号本庄道路沿道）

発展創出ゾーン
（本庄児玉 IC周辺）

配置イメージ

導入機能

コンセプト ターゲット

地域連携機能
（文化教養施設・観光レクリエーション施設など）

休憩機能
・駐車場　・トイレ
・子育て応援施設（ベビーコーナー　等）

情報発信機能
・道路情報　・観光 /歴史 /文化情報
・緊急医療情報　・災害情報
・行政情報　・移住定住情報　等

防災機能
・非常用発電施設
・備蓄倉庫　・耐震性貯水槽
・一時避難場所　等

産業育成機能
・�農産物等加工品の研究/開
発/加工スペース

・チャレンジショップ　等

イベント機能
・多様なイベントの開催
（全天候型屋外スペースであ
るエントランス広場）　等

交通・輸送結節点機能
・公共交通機関の発着
・ドローン輸送の発着
・次世代モビリティの導入　等

基本機能
・物産販売施設（農産物直売所　等）
・��飲食施設（カフェ/レストラン　等）
・交流施設（多目的活動室　等）

付加機能
・交流施設
　（観光 /体験農園）
・民間集客施設
　（遊戯 /温浴施設　等）

コンセプトに沿った機能

今後、この構想に基づき「道の駅」の整備について検討します。

★産業開発室☎25- １１６９

出典：本庄市都市計画マスタープラン 2023


